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1.はじめに 1-1 マイクロピペットについて 用途・使用現場・市場

○用途：少量の液体を採り分ける器具（分注器）

１μＬ ≒ １ｍｇ

○使用現場：研究室、検査機関 … など

例）医薬 バイオ 農業 成分分析 臨床検査 工業例）医薬、バイオ、農業、成分分析、臨床検査、工業

○日本市場○日本市場

１０万本以上

（電動・手動、シングル・マルチ、1mL以上を含む）



1.はじめに 1-2 マイクロピペットについて 構造

（空気置換式（空気置換式//エアディスプレイスメントタイプ）エアディスプレイスメントタイプ）

ピストンチップホルダーチップ

(1)[手動式]

（空気置換式（空気置換式//エアディスプレイスメントタイプ）エアディスプレイスメントタイプ）

ンチッ

Ｏリング

(2)[電動式]

ピストンチップホルダーチップ モーター

(2)[電動式]

ＯリングＯリング



2.ピペットの精度について 2-1 最大許容誤差

○ISO 8655-2 最大許容誤差

・系統誤差（Systematic Error） ・・・ 正確さ
平均値で判定平均値で判定

・偶発誤差（Random Error） ・・・ 再現性
標準偏差で判定



2.ピペットの精度について 2-2 重量法による確認

○ISO 8655-6 重量法

・重量法による容量確定方法（水を使用）重量法による容量確定方法（水を使用）

Ｖｉ ＝ ｍｉ ｘ Ｚ

：体積 [μL]
：分注質量 [mg]

Ｚファクタ [μL/mg] （ mg → μL 補正係数 ）

Ｖｉ

ｍｉ

Ｚ

“Ｚファクター”
・水温による水の密度

：Ｚファクター [μL/mg] （ mg → μL 補正係数 ）Ｚ

ρa

ρb1 1-
Z ：

ρw：
補正係数［μL/mg］
吸入した水の密度［g/cm3］

・水温による水の密度
・温度・気圧による浮力補正

ρb

ρa

ρW

1
ρW

Ｚ ＝ ×
1-

ρw：
ρb：
ρa：

吸入した水の密度［g/cm3］
はかり校正に使用した分銅の密度［g/cm3］
空気密度 ［g/cm3］



2.ピペットの精度について 2-3 測定環境 (弊社例)

電子天びん
BM-20

温度：23℃ ±1.0 ℃
湿度：50％ ± 5 ％

BM-014 (BM用ﾋﾟﾍﾟｯﾄ容量ﾃｽﾀｰｷｯﾄ)
[湿度保持容器、水温計、ｿﾌﾄｳｪｱ]



3.ガラスチップ 3-1 分注で問題となる液体

ピペットの精度確認は純水を用いて行っている。

だが実際には以 ような液体 分注を行う場合だが実際には以下のような液体の分注を行う場合、
注意点を把握していないと、正しい分注を行う事は難しい。

○粘度が高い液体

○揮発性がある液体

弊社ホームページにて公開している資料を

ご参照ください
○揮発性がある液体

○溶剤と酸性の液体

ピペ トに接続するチ プ 材質PP(ポリプ ピ )ピペットに接続するチップの材質PP(ポリプロピレン)

↓

酸性液の分注を行った場合：チップの溶解、PP成分の溶出の懸念酸性液の分注を行った場合：チップの溶解、PP成分の溶出の懸念



3.ガラスチップ 3-2ホールピペット

酸性液の分注 (従来手法)

・ピペッターで吸引、量の調節

・口で吸引し、指で量を調節

ホールピペット



3.ガラスチップ 3-3 ガラスチップと電動ピペットの接続

酸性液の分注 (ガラスチップと電動ピペットの接続)

電動ピペット電動ピペット
(弊社製品:MPA1200)

Siゴム製 接続アダプタ

PP製チップ

ガラスチップ



4.実験方法 4-1 使用機器 (1)ピペット、(2)チップ

ピペット
MPA-200 基本仕様

チップ
A&D製ガラスチップ AX-GL-200/1200
・材質:ホウケイ酸ガラスⅠ



4.実験方法 4-2 実験結果

性能確認(PPチップとガラスチップ 比較)
MPA1200 1200 L分注

Autoモード
速度:吸引3、吐出3
純水を設定容量 吸引 吐出

1210

1215

MPA1200:   1200uL分注 純水を設定容量 吸引、吐出
分注回数:10回

1195

1200

1205

分
注

量
(u

L
)

PPチップ

ガラスチップ

正確さスペック

1185

1190

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
分注回数

106 00

108.00 

110.00 

MPA1200:   100uL分注

98 00

100.00 

102.00 

104.00 

106.00 

分
注

量
(u

L
)

PPチップ

ガラスチップ

90.00

92.00 

94.00 

96.00 

98.00 分 ガラスチップ

正確さスペック

90.00 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

分注回数



4.実験方法 4-2 実験結果
性能確認(PPチップとガラスチップ 比較)

MPA200 200 L分注

Autoモード
速度:吸引3、吐出3
純水を設定容量 吸引 吐出

206.00 
208.00 
210.00 

MPA200:   200uL分注 純水を設定容量 吸引、吐出
分注回数:10回

196.00 
198.00 
200.00 
202.00 
204.00 

分
注

量
(u

L
)

PPチップ

ガラスチップ

正確さスペック

190.00 
192.00 
194.00 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
分注回数

正確さスペック

分注回数

53.00 

MPA200:   50uL分注

50.00 

51.00 

52.00 

注
量

(u
L

)

PPチップ

47 00

48.00 

49.00 分
注

ガラスチップ

正確さスペック

47.00 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

分注回数



4.実験方法 4-2 実験結果
性能確認(ホールピペットとガラスチップ 比較)

Autoモード
速度:吸引3、吐出3
純水を設定容量 吸引 吐出

10mL用 ﾎｰﾙﾋﾟﾍﾟｯﾄとｶﾞﾗｽﾁｯﾌﾟの分注比較（10000uL分注）

ガラスチ プ ﾎ ﾙﾋﾟ ﾟ ﾄ 回目 回目 ３回目 ｶﾞﾗｽﾁ ﾟｽ ﾟ ｸ

純水を設定容量 吸引、吐出
分注回数:10回

10150

A&Dガラスチップ ﾎｰﾙﾋﾟﾍﾟｯﾄ１回目 ２回目 ３回目 ｶﾞﾗｽﾁｯﾌﾟｽﾍﾟｯｸ10mL±1%

c.v.     0.04%               0.09%             0.03%           0.04%       ｽﾍﾟｯｸ c.v.  0.3%

10050

10100

10000

10050

分
注

量
［

uL
］

9900

9950

分

●ピペッターを使用
ホールピペット10mLとMPA10000との分注精度は、
正確さ、再現性とも差はない。

9850

9900

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
分注回数

10回を分注する時間を比較すると、MPAは、ホールピペット
の作業時間の約1/2～1/3で行なえる。

分注回数



4.実験方法 4-2 実験結果
性能確認(パスツールチップ)



4.実験方法 4-2 実験結果
性能確認(パスツールチップ) Autoモード

速度:吸引3、吐出3
純水を設定容量 吸引 吐出

MPA-200  ﾊﾟｽﾂｰﾙﾋﾟﾍﾟｯﾄとｶﾞﾗｽﾁｯﾌﾟの分注比較（200uL分注）

純水を設定容量 吸引、吐出
分注回数:10回

210

5インチ200uL分注 9ｲﾝﾁ200uL分注 A&Dｶﾞﾗｽﾁｯﾌﾟｽﾍﾟｯｸ±3%

A&Dｶﾞﾗｽﾁｯﾌﾟ

T社 C社 I社 M社 A社 S社

H社190

200

180

分
注

量
［

uL
］

160

170

150



5.まとめ及び考察

○ガラスチップと電動ピペットを接続可能にしたことにより
酸性液の分注をピペットで行えるようになった

○PP製のチップに比べ、ガラスチップの方が液切れが悪い、
接液時に液体が入り込むことにより、再現性は悪化してしまう事が
確認された確認された

○ホールピペットとの性能に大きい差は無い事が確認された
また分注にかかる作業時間は1/2 1/3とな たまた分注にかかる作業時間は1/2～1/3となった

○今後、液体に適した操作の確認と啓蒙を進めるとともに、
使 すく精度が良 ピ を 指 ます使いやすく精度が良いピペットの開発を目指します。



6.マルチチャンネルピペットについて

電動マルチチャンネルピペットでお困りの点に、改善を提案します。



ありがとうございましたありがとうございました。

弊社ブース 8A-608

機器の展示をしています。機器の展示をして ます。
お立ち寄りください。


